
１．概要
下諏訪町では、昭和60年から温泉事業に着手し、全国で数少ない各戸配湯を行っています。一方、人口減少や生活スタイルの多様化、入浴形態の変
化等により温泉加入世帯数は減少傾向にあり、配湯設備の老朽化に伴う修繕費の増加も含め、温泉事業の持続可能性が課題となっています。
本計画では、配湯（給湯利用）を最優先としたうえで、見逃されてきた温泉熱利用の可能性を明らかにし、その有用性と成立条件を検証するとともに、多
用途・他地域への展開可能性や実装に向けた方策を整理し、温泉資源の持続的な利活用の発展に資することを目的とします。
また、温泉熱の未利用分（オーバーフロー温泉）を暖房等の熱源として有効活用するモデル事業を推進することとし、本モデル事業では、広くアイデアを募
る「下諏訪町温泉熱活用モデル事業」コンペを実施します。コンペで選ばれた優秀提案者と町ゼロカーボン推進室がアイデアを具体化し、プロを交えた「基本
設計」でモデルの実現性を高めます。さらに総合的検討を経たモデルは「実施設計」を経て、実際に高木公民館で実施する「実証フェーズ」に進みます。

【関連計画】 下諏訪町温泉事業経営戦略 R4(2022)年度～R13(2031)年度、 下諏訪町地球温暖化対策実行計画 R3(2021)年度～R12(2030)年度

下諏訪町温泉熱活用アクションプラン
計画期間：R8(2026)年度～R12(2030)年度 （概要版）
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※4 年度ごとの加入・解約データを分析
（下諏訪町温泉事業経営戦略の計画数値 年間5世帯）

※5 年度ごとの加入・解約データを分析
（過去10年間の平均解約率 1.4％）

・モデル事業（公共施設での実装）は町負担を
基本とします。

・国（環境省）及び県補助制度の活用を検討
します。

・企業版ふるさと納税等の活用可能性も調査し
ます。

（参考）
【国補助金】 ※予定
民間企業等による再エネの導入及び地域共生加速化事
業のうち、(2)設置場所の特性に応じた再エネ導入・価格
低減促進事業（環境省）
⑤地域における脱炭素化先行モデル創出事業
補助率 計画策定：3/4、上限1,000万円

設備等導入：2/3

【長野県補助金】 ※予定
県再生可能エネルギー普及総合支援事業
（第１号：熱利用事業）
補助率1/2以内、上限額500万円
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「アイデア図」とは、頭の中にある考えや情報を視覚的に整理し、
体系的に表現した図のことです。

○技術提案：一般の方や事業者からアイデア図を募集します。
提出されたアイデア図は厳正に審査され、最優秀賞
及び優秀賞を選出します。

「モデル図」とは、物事の構造や仕組み、関係性を視覚的に理解
しやすくするための簡略化・抽象化された図面です。

1.基本設計：実施する導入可能性調査の中で、アイデア図を基に
事業者による基本設計として作成します。

2.見積書の作成：実証実験に向けた費用の算出も同時に行います。

「設計図」とは、建物の具体的な設計内容（デザイン、構造、設
備など）を示す図面です。

1.実施設計：基本設計の図面を基に、建築士やデザイナーが工事
用の詳細な図面を作成します。

2.施工図の作成：現場での工事に必要な「施工図」を、実施設計
と同時期に作成します。
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部屋と廊下との温度差の低減
（ヒートショック対策） ※3

低減

※1 導入前後のエネルギー使用量（電力・灯油）から算定
※2 導入前後の使用料から算定
※3 一定期間測定し、導入前後で比較

２．指標（KPI）
温泉熱の活用によって環境への負荷を減らし、より快適で健康的な生活環境を実現すること、あわせて温泉事業の利用を広げ、将来にわたって持続でき
る仕組みをつくることの二つを目標とします。

４．実施体制（役割分担）
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民間事業者のメリット
・受賞提案は町広報（HP・報道
発表等）で紹介します。

・関係機関（県等）への情報提
供を行います。

・モデル事業の検討・実装に向けた
協議機会を提供します。

・地元施工会社等との連携機会を
設けます。

※受賞が直ちに実施設計・施工の
受注を保証するものではありませ
んが、モデル事業の検討にあたっ
ては受賞提案を優先的に協議
対象とします。
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